
「夢」振だより・第12号・創立10周年記念 特集号 （2） 

日　

時
：
平
成
24
年
10
月
29
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
２
：
00
〜
６
：
30

場　

所
：
伊
仙
町　

ほ
ー
ら
い
館

出
席
者
：
来
賓　

安
栖
宏
隆（
前
奄
振
統

括
振
興
官
）、
伊
喜
功（
大
島
支
庁
長
）、

谷
川
靖
夫（
大
島
支
庁
徳
之
島
事
務
所
長
）

大
久
保
明（
伊
仙
町
長
）、
高
岡
秀
規（
徳

之
島
町
長
）

登
壇
者
：
松
元
英
雄（
奄
美
群
島
観
光
物

産
協
会
統
括
リ
ー
ダ
ー
）、
宝
野
秀
嗣（
徳

之
島
町
区
長
）、
西
繁
夫（
天
城
町
区
長
）、

窪
田
孝
司（
伊
仙
町
区
長
）、
勝
信
貴（
伊

仙
町
観
光
協
会
長
）、
副
島
博（
徳
之
島
町

観
光
協
会
長
）、
重
田
勝
也（
天
城
町
観
光

協
会
長
）、
新
田
功
吉（
マ
ン
ゴ
ー
生
産
者

代
表
）、
琉
好
実（
徳
之
島
町
美
農
里
館
）

登
壇
者
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
招
待
出
席
者　

伊
仙
町（
26
名
）、
徳
之
島
町（
39
名
）、
天

城
町（
14
名
）

故
郷｢

夢｣

振
会
員
：
堀
江
淳
一
、
重
岡

堯
夫
、
上
岡
弘
明
、
重
村
宏
明
、
田
川
忠

良
、
保
井
和
夫
、
中
武
典
、
利
元
一
郎
、

石
井
宏
延
、
川
畑
邦
夫
、
町
田
進
、
平
美

香
子

関
東｢
夢｣

振
会
員
：
徳
田
昌
則
、
横
田

捷
宏
、
雪
山
渥
美
、
津
田
和
紀
、
村
岡
清

男
、
松
田
健
一
、
幸
田
晋
典
、
河
島
良
政
、

宮
原
た
つ
子
、
町
田
憲
孝
、
鶴
野
忠
光
、

平
山
徳
廣
、
平
山
典
彦
、
本
園
金
盛
、
村

岡
シ
ゲ
子
、
他
会
員
家
族
等
出
席
者（
10

名
）

そ
の
他
：
奄
美
新
聞
記
者
、
南
海
日
日
新

聞
記
者
及
び
阿
三
島
唄
お
ど
り
同
好
会
、

島
唄
名
人
、
歌
手
等
懇
親
会
出
席
者（
約

10
名
）

皆
さ
ん
の
挨
拶

■
重
岡
堯
夫
氏（
総
合
司
会
者
。｢

夢｣

振

理
事 

徳
之
島
事
務
所
長
）

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
司
会
を
務
め
ま
す
私

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
之
島｢

夢｣

振
興
会
議

徳
之
島
事
務
所
長
の
重
岡
堯
夫
と
申
し
ま

す
。
司
会
は
不
慣
れ
な
者
で
す
が
宜
し
く

り
ま
せ
ん
。
と
云
う
の
は
一
昨
日
の
安
栖

さ
ん
の
講
演
に
も
有
り
ま
し
た
が
、
徳
之

島
の
歴
史
と
文
化
、
人
情
、
こ
れ
ら
を
合

わ
せ
て
世
界
遺
産
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
更

に
島
の
自
給
自
足
と
活
気
を
高
め
る
手
段

の
一
つ
と
し
て
、
徳
之
島
に
高
専
と
云
う

高
等
教
育
機
関
を
作
り
、
全
国
の
若
者
に

し
ば
ら
く
の
間
、
徳
之
島
に
定
住
さ
せ
る

機
会
を
提
供
し
て
は
ど
う
か
と
云
う
提
言

を
致
し
ま
す
。
ま
た
、
三
京
ダ
ム
の
水
資

源
で
徳
之
島
に
多
様
な
農
業
の
発
展
す
る

事
が
期

待
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
フ
ル
に
活
用
し
、

三
京
ダ
ム
の
広
大
な
水
面
に
広
大
な
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
を
敷
詰
め
、
自
前
で
電
力
供

給
を
追
求
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

…
以
下
省
略

■
伊
喜
功
氏（
大
島
支
庁
長
）

｢

夢｣

振
10
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
の
活
躍
を
多
い
に
期
待
し
ま
す
。

こ
の
様
な
花
と
結
の
集
い
が
盛
大
に
行
な

わ
れ
誠
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
奄
美
群
島

お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
は
、
伊
仙
町
町
制
施
行
50
周
年
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
め
で

た
い
機
会
に
合
わ
せ
て
、
当
地
で｢

夢｣

振
創
立
10
周
年｢

故
郷
で
の
集
い｣

を
開

催
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
…
以
下
省
略

堀
江
淳
一
氏（｢

夢｣

振
副
理
事
長
の
開
会

挨
拶
）

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。｢

夢｣

振
創
立
10

年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
し
て
、
誠
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
町
制
50
周
年
と
重
な
っ
て
、

記
憶
に
残
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
昨
日

の
こ
け
ら
お
と
し（
徳
之
島
地
域
文
化

情
報
発
信
施
設
）
は
盛
大
な
も
の
で
有
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
負
け
な
い
く
ら
い
、
ま

た
、皆
様
の
応
援
で
、｢
夢｣
振
興
会
を
益
々

発
展
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
…
以
下
省
略

■
徳
田
昌
則
氏（｢

夢｣

振
理
事
長
挨
拶
）

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
…（
途
中
省
略
）

ま
ず
観
光
立
国
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

呼
込
む
魅
力
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

は
世
界
自
然
遺
産
登
録
を

控
え
て
い
ま
す
が
、
登
録

後
の
島
つ
く
り
等
大
い
に

期
待
し
ま
す
。
…
以
下
省

略■
谷
川
靖
夫
氏（
大
島
支

庁
徳
之
島
事
務
所
長
）

｢

夢｣

振
10
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
イ
ラ
ン

ド｢

花
い
っ
ぱ
い
運
動｣

、
昨
年
は
第
28

回
都
市
緑
化
運
動
を
展
開
、
会
員
の
皆
様

ま
た
、
同
じ
く
徳
之
島
の
人
々
、
徳
之
島

の
振
興
に
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
…
以
下
省
略

■
大
久
保
明
氏（
伊
仙
町
長
）

　

花
と
結
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
夢
を
実

現
す
る
第
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。
た
と
え

ば
花
い
っ
ぱ
い
の
島
づ
く
り
、
ワ
イ
ド
祭

の
取
組
、
建
設
的
な
い
ろ
ん
な
提
案
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
夢
を

語
り
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
…（
途
中
省

略
）。
私
達
も
国
の
予
算
を
活
用
し
て
島

の
発
展
に
努
力
し
て
い
く
。
伝
統
的
な
闘

牛
、
マ
ン
ゴ
ー
、
観
光
こ
そ
が
大
変
な
魅

力
で
す
。
…
以
下
省
略

■
高
岡
秀
規
氏（
徳
之
島
町
長
）

徳
之
島｢

夢｣

振
興
会
議
創
立
10
周
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
徳
之
島｢

夢｣

振
興
会
議
は
創
立
以
来
故
郷
の
花
一
杯
運

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

徳
之
島｢

夢｣

振
興
会
議

創
立
10
周
年
記
念｢

故
郷
で
の
集
い｣

花
と
結
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム･

懇
親
会

徳
之
島「
夢
」振
興
会
議
事
務
局　

町
田
憲
孝


